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1 題材名式に表す式をよむ

2 題材について

4年生の『式と計算』の学習では,()を用いた式や四貝嚇昆合の式の表し方,ならびに計算の順序
にっいて学ぶが,同氏乳こ,式に表し,その式をよむという活動を取り入れながら進めた。その際,事柄

や場面を伝えるために,あえて計算せずに残しておくよさを晃新界できるような屡開となるように工夫し

た。同様に,『面郡U の学習では, L字型の面祐を求める際に,求め方を式に表し,その式をよむとい
う活動を行0た。また,『変わり方調べ』の学習では,伴って変わる 2つの数量について,それらの関

係を表を用いて調べ,そこから式に表し,2つの数翌d揃係を芳察することを学ノνでいる。このような学

びの延長線上に本時を位脳づけて行う。

本校には,多目的室と呼ぱれている教室があり,学年集会や創造活動の時間などで利
用してぃる。そこには,写真のような正六色形を2づン剖Lた台形机が置かれている。

本時では,右のように台形机を横に並べてつなげ,並べた台形机の台数から座れる人
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数を考える課題を設定する。導入は,『7台の時に座ることができる人数は何人

か。』である。身近な題材から学びをスタートさせることで,問題を冑分*:とし
て捉え,主体的に苦えを進めていって欲しいという思いと,身の回りの小、象をn

数の目で見たら,.,と,今後も哲えていってくれれぱとい引舸乳、がある。
子どもたちは,図から式に表して求めたり,表から変化のきまりを見つけて求
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めたりすることが予想される。解決を共有する際には,式をよむことや,表から式に表し図と関係づけ

ることを丁寧に行ってぃきたい。このようなやりとりを通して,友逹の見方を知り,自分と友達の捉え

方との違い(同じ)を知ることも,学びが自分亊●なるきっかけになると考えている。

授業の最後には,台数を増やしていった塒に,座れる人数が何人になるのかを肴えたい。そして,と

のような方法(式)をもとに考えたのか,なぜその方法(式)をもとにしたのかなどを立ち止まり苦え,

白分の考えたことを見っめる場面をつくり,次時にっなげていきたいと肴えている。
3 学習指導計画(1時閻目/全3時問)『式に表す式をよむ』という3時間の小単元を設定した。

1時問(3)闇題を探究し,4・じ有する(D 2量の関係について苦える一7台一 11貯閥

(2)口台の場合を老える/問題づくり 1時問

4 本時の学習について

(1)本時のねらい

台形机の台数から座ることができる人数にっいて,図や式,表を関係づけながら考えていくことが

できる。

(2)予想される本時の展開

授業者久下谷明

1 多目的室の様子や台形dくえの形を想起する。

課題を把握する。

主な学習活動と子どもの姿

『図のように台汗おπを横にならべた時,τ台では
何人座ることができまtか。』

2 図をもとに,それを式に表して考える。

図をもとに,それを表にしておえる。

3 解決方法を共有する。

→座れる人数を確認する。

式や表をもとにどのように求めたのかを汚える。

(式と図,表を鬨係づけて捉える。)
4 それぞれの解決力法をもとに,台数を増やした時

に,座れる人数が何人になるかを芳える。
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1台の時は5人座れることを刷齢忍する。

また,もう1台横に加えた時には,左 .

ヅ三上.図のように5人ずつ座れないことを確
.@

1忽司、る。

・手が止まっている子には,図をかいてみるように

促す。

・図と剛係づけながら,式をよむ活動を丁寧に行'う。

表から式に表L図と関係づけることを丁寧に行'う。
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7台の時の解決ブデ法と関孫づけながら,どの力法
住口をもとに寺えたか,なぜその方法(式)をも

とにしたのかなどをぢえられるようにする。
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